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調査方法は、
調査の目的・制約に応じて決まる。

１．郵送調査法の効用：

対象者本位へのルールチェンジ

• 回答者の代表性 ＋ 暗数把握の可能性
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• 代理回答の問題 ＋ 補充と補正

• 面接基準の不合理性

調査モードと調査票設計
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２．「インターネット世論調査」の試行：

デバイスの相違

（パソコン派vsスマホ派？）

• ＰＳ(確率標本)調査への反応

• モニター調査とＰＳ調査
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３．「Ｍｉｘ Ｍｏｄｅ」のモデル化

自記式ミックスの比重と順序

ex. 郵送≫ネット；

郵送⇒ネット＋訪問・タブレット
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４．調査データ（政策資源）の質的劣化

・「社会調査(世論調査)教育」の必要性
ex.「寄付型世論調査」

・新しい属性(デモグラ要素)の探索を
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